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手日

欧

四
五

-・・・圃-
手目

歌
岩
崎
文
庫
本
、
内
凶
一
本
、
紳
宮
文
同
時
一
本
、
静
剤
同
文
賂
一
本
、
徳
仲
間
本
に
は
、
こ
の
お
日
.
及
び
火
の
「
勅

撰
以
下
別
有
日
銀
」
以
下
の
文
な
し
。
ま
た
神
宮
文
山
一
本
、
京
都
帝
国
大
町
中
本
、
彩
考
館
一
本
、
前
回

一
本
、
池
田
本
社
守
に
は
J
m
挺
以
下
L
の
文
を
寸
勅
狼
‘
家
集
‘
百
首
、
歌
合
、
打
開
、
抄
物
等
類
或
本
伽
…
之
」

と
記
し
た
り
。

勅
撰
以
下
別
有
目
録
、
勅
撰
家
集
等
外
、
知
抄
物
打
開
之
類
、
七
十
部
有
之
、
然
而
見
懐
中
抄
欺
之
問
略
之
、

「
勅
撰
以
下
別
有
目
録
」
と
は
、
和
歌
現
在
書
一
目
録
な
ど
の
類
な
る
べ
し
。
抄
物
打
聞
は
、
和
歌
、
歌
卒
、
歌
論
等
、
和

歌
に
関
す
る
も
の
な
り
。
懐
中
抄
は
、
い
か
な
る
も
の
に
か
、
今
停
は
ら
ゴ
れ
ば
詳
左
ら
ず
。
但
し
河
海
抄
若
菜

上
に
引
き
た
る
懐
中
抄
は
、
聖
徳
太
子
の
事
を
記
し
た
る
も
の
に

τ、
和
歌
に
閲
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
同
名
呉

書
な
り
。

J 

-圃
-・・圃
・・田園.

和

漢

和

渓

朗

詠

二

巻

公
任
卿
撰

和
漢
詩
文
の
佳
句
を
撰
録
し
て
、
四
季
、
雑
の
五
部
に
別
も
、
題
目
を
設
り
て
、
こ
れ
に
編
入
し
、
各
和
歌
を
そ
へ
た
る

も
の
な
り
。
春
の
部
は
、
立
春
よ
り
藤
に
至
る
十
入
、
夏
の
部
は
、
首
夏
よ
り
扇
に
至
る
十
一
、
秋
の
部
は
、
立
秋
よ
h
九
月

謹
に
至
る
二
十
、
各
の
部
は
、
初
各
よ
b
偽
名
に
至
る
九
、
雑
の
部
は
、
風
よ
り
白
に
至
る
四
十
六
あ
り
@

作
者
は
、
本
朝
に
て
は
、
醍
醐
、
村
上
の
雨
代
、
惟
喬
、
乗
明
、
具
卒
の
三
親
玉
、
及
び
菅
原
道
具
よ
り
汁
清
原
滋
藤
に
至
る

四
十
五
人
あ

b
。
支
那
に
て
は
、
白
居
易
よ
り
、
李
嘉
柏
に
至
る
二
十
七
人
あ
り
。
和
歌
の
作
者
は
、
村
上
、
花
山
の
雨
朝
、

務
官
女
御
、
聖
徳
太
子
、
及
び
志
貴
、
飛
鳥
.
の
二
皇
子
、
厚
見
、
安
貴
二
王
の
外
、
伊
予
よ
り
、
白
女
に
至
る
五
十
三
人
あ
り
。

こ
の
香
の
撰
者
藤
原
会
任
な
る
事
は
、
江
談
抄
、
稗
信
阿
の
朗
詠
註
、
及
び
和
歌
現
在
書
目
録
、
八
雲
御
抄
等
に
見
え
、

十
訓
抄
に
は
、
会
任
卿
、
こ
の
殿
蹴
を
聾
に
と
り
で
、
始
め
て
む
と
入
L

り
さ
れ
り
る
時
、
朗
詠
上
下
の
苧
乞
え
ら
ぴ

和

漢

朗

詠

四
五
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和

漢

朗

詠

四
五
回

江
談
抄
に
、
朗
詠
集
相
如
作
多
入
事

.
‘
叉
四
燥
大
納
言
者
ベ
高
相
如
之
弟
子
也
、
何
撰
朗
詠
集
之

時
、
多
入
相
如
作
、
所
謂
萄
茶
漸
志
津
花
味
‘
井
一
様
蘇
往
反

之
句
、
有
何
秀
接
乎
吊
.

と
い
へ
り
。
ま
た
乙
の
集
は
、
詩
句
の
み
に
で
、
和
歌
は
も
と
な

か
り
し
を
、
堀
河
天
皇
の
御
代
、
右
衛
門
督
師
般
の
追
加
し
た
り

と
い
ふ
詑
あ
り
o

苫
れ
ど
、
他
に
た
し
か
な
る
徴
詮
も
友
く
、
基

俊
の
撰
び
た
る
新
撰
朗
詠
に
和
歌
を
牧
め
た
る
に
よ
れ
ば
、
そ

の
設
信
じ
難
し
。
若
者
公
任
の
事
は
、
北
山
抄
の
保
(
一
二
四
頁
)

に
記
せ
り
。

と
の
書
は
、
伏
見
宮
累
代
の
御
本
に
経
信
筆
二
容
あ
る
よ
し

看
問
日
記
に
見
え
た
り
。
世
に
停
は
り
た
る
古
潟
本
は
、
御
物
を
始
め
、
高
松
宮
御
所
蔵
古
潟
本
.
昭
和
六
年
.
固
買
に
指
定

せ
ら
れ
た
る
会
健
志
街
文
麿
氏
所
誠
倭
渓
抄
下
一
巻
、
同
十
年
、
図
買
に
指
定
せ
ら
れ
た
る
伯
俣
市
部
利
英
氏
所
蔵
二
帖

あ
b
。
ま
た
同
八
年
、
重
要
美
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
た
る
原
富
太
郎
氏
所
蔵
ニ
巻
、
関
戸
守
見
氏
所
誠
二
春
、
及
び
同
十

二
年
、
重
要
美
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
た
る
公
爵
毛
利
元
昭
氏
所
蔵
正
鹿
元
年
書
寓
二
容
以
下
、
頗
る
多
し
む
刊
本
に
は
、
克

』
の
害
に
闘
す
る
註
轄
参
考
書
は
左
の
却
し
。

永
五
年
、
同
十
九
年
以
下
二
十
徐
種
あ
り
。
日
本
歌
謡
集
成
に
牧
め
た

b
。

和
漢
朗
詠
集
江
詰

和
漢
朗
詠
集
私
註

和
漢
朗
詠
集
私
註

和
漢
朗
詠
集
抄

和
漢
朗
詠
集
詩
諺
併

和
漢
朗
詠
集
詰

和
漢
朗
詠
集
諺
併

和
漢
朗
詠
集
闘
解

和
漢
朗
詠
集
平
仮
名
附
静
騨

和
漢
朗
詠
集
抄

利

渓

朗

詠

ムノ、

樫大

阿

江

民

信 号 匡

F阜

売

月τt' 

~ /、

F事

す・・.

京

樟

言

箆

O 

~t 

苧

吟

村

O 

同

西

惟

中

未

詳

山

崎

美

成

ー 主4・〆、

想

詮

日

四
五
五



内
相
探
朗
詠

朗

詠

要

集

未

和
漢
朗
詠
集
固
字
抄

八

高

和
漢
朗
詠
集
和
談
抄

未

和
漢
朗
詠
集
考
詮

金 江 柿

和
漢
朗
詠
集
新
聞
柿

新

撰

朗

詠

二

巻

塞
俊
撰

四
五
宍

詳

チド

伴

寛詳

子見村

元 清 霊

臣風松

和
漢
朗
詠
に
つ
い
で
撰
ぴ
た
る
も
の
な
り
。
部
目
も
、
和
漢
朗
詠
に
同
じ
〈
、
春
、
夏
、
秋
、
各
、
雑
の
五
部
に
n
T
て
り
。

そ
の
題
目
を
設
り
て
、
各
和
歌
を
そ
へ
た
る
さ
ま
も
同
じ
。
春
の
部
は
、
立
春
よ
り
藤
に
至
る
十
九
、
夏
の
部
は
、
一
見
衣
よ

よ
h
白
に
至
る
四
十
七
あ
b
d
o

ち
蝉
に
至
る
十
一
、
秋
の
部
は
、
立
秋
よ
り
捺
衣
に
至
る
二
十
一
、
各
の
部
は
、
初
各
よ
り
偽
名
に
至
る
九
、
雑
の
部
は
、
風

詩
文
の
作
者
は
、
嵯
峨
、
醍
醐
、
村
上
、
一
保
、
朱
在
、
三
伎
の
六
朝
、
乗
明
、
具
卒
、
輔
仁
の
三
親
王
、
及
び
菅
原
道
具
以

下
、
笠
雅
量
に
至
る
八
寸
二
人
、
同
支
那
の
作
者
は
、
白
居
易
よ
・
9
、
阪
皇
后
に
至
る
三
十
二
人
あ
り
。
-
和
歌
の
作
者
は
1

仁
和
、
延
吾
、
回
融
、
花
山
の
四
代
、
二
候
后
、
具
平
親
玉
、
及
び
菅
原
道
具
以
下
、
清
正
女
に
至
る
六
十
六
人
ゐ
・
9
。

ヂ 1・j

そエン、

て
、
撰
集
し
た
る
よ
し
記
せ
り
。

こ
の
書
の
著
者
の
藤
原
基
俊
な
る
事

集詠朗撰新

は
、
和
歌
現
在
番
目
録
に
、
「
新
撰
朗
詠

上
下
基
俊
」
と
記
し
、
八
雲
抄
、
金
卑
1
7

阪
等
に
も
見
え
、

今
鋸
三
笠
の
松
忠
一
地
の
俸
に
、
基

〈波町氏潤阪l*)

俊
の
君
に
も
、
か
ら
や
ま
と
の
お

か
し
き
こ
と
の
葉
E
も
え
ら
ひ
っ

か
は
さ
せ
給
ひ
げ
る
。

と
あ
h
y
て
、
話
政
忠
通
の
依
鳴
に
よ
り

基
俊
は
、
右
大
臣
藤
原
俊
家
の
子
に
て
、
従
五
位
上
、
左
衛
門
佐
と
な
り
、
康
治
元
年
波
す
、
年
入
十
八
。
写
卑
亦
阪
に

は
、
「
詩
仙
一
流
元
組
、
」
と
記
し
た
り
。

に
指
定
せ
ら
れ
た
る
小
川
睦
之
助
氏
所
蔵
下
港
一
港
ゐ
h
d
。

こ
の
香
の
古
詩
本
は
、
昭
和
十
年
、
重
要
美
術
品
に
指
定
せ
ら
れ
た
る
保
阪
潤
氏
所
蔵
一
帖
、
及
び
同
十
一
年
、
図
買

群
書
類
従
に
股
め
た

刊
本
は
、
寛
永
入
年
の
刻
本
あ
り
。

り

融
制
恕
朗
詠

四
五
七



和

渓

粂

作

集

四
五
九

拾

遺

朗

詠

和

漢

拾

遺

朗

詠

和

漢

録

作

集

筒

E
A

拾

立会
:朗

'li武

二

巻

、・t 、

墓
俊
の
新
撰
朗
詠
に
つ
い
て
'
撰
ぴ
允
る
も
の
な
る
べ
し
。
世
に
停
本
な
〈
、
著
者
も
詳
な
れ
り
?
ー

和
漢
拾
遺
朗
一
議

二

巻

こ
れ
も
世
に
俸
は
ら
や
J

。
古
書
に
引
き
た
る
も
の
も
な
〈
、
著
者
も
詳
な
ら
や
。

ぜ.，

. . 
、

'・

. . 

. ， 

‘ 、

1
.，

F
1
 

和

漢

余

作

集

二

十

巻

且

京
都
帝
岡
大
察
本
、
移
考
鈴
本
等
二
十
二
念
と
し
た
F

。

平
安
朝
の
中
期
よ
り
、
鎌
倉
期
の
中
期
比
ま
で
に
於
い
て
、
和
歌
を
詠
じ
、
衆
ね
て
詩
を
も
作
り
た
万
人
々
の
詩
歌
を

集
め
た
る
も
の
な
り
。
そ
の
さ
ま
朗
詠
に
同
じ
け
れ
ど
、
こ
の
書
は
、
朗
詠
の
題
ぞ
設
り
て
吋
編
集
し
た
る
に
反
七
、
原
作

の
ま
ま
の
題
に
て
採
録
せ

h
。

寺
七
十
一
首

巻
一
審
上
紙
赤
十
六
首

巻
三
春
下
誤
什
一
一
時

巻
五
夏
下
附
一
一
一
什
町
間

十
容器巷港
六回ニの
秋夏春中
上上中 J
Z走詩紙詩欽詩午
七 三 四 十 五七惇
十十十六十十は
二五八首三七、
首 首 首 首首り

?と
る
は

十
念

・.て

苦5
目
左
の
如
し

-寺
A
十
四
首

巻
七
秋
中
歌
四
十
九
首

巻
九
各
上
程
什
日
間

詩
入
十
九
首

巻
八
紋
下
欧
七
十
三
首

巻
十
b
h
v

下

ヨ
巻
十
一
以
下
時
、
蓋
し
談
、
雑
、
紳
祇
1

偶
数
、
覇
族
、
賀
等
の
類
な
ら
ん
か
。
そ
の
作
者
も
、
各
九
ま
で
の
中
、
約
二
百
五

十
人
に
し
で
、
醍
醐
天
皇
以
下
の
列
車
、
菅
原
道
具
以
下
の
人
'
々
な
、
?
。

ζ
の
害
、
は
、
大
正
十
五
年
、
政
書
同
好
舎
に
て
、
図

書
寮
蔵
本
に
よ
り
謄
寝
版
と
し
た
る
際
、
こ
れ
に
附
し
た
る
予
の
解
説
あ
れ
ば
、
便
宜
に
よ
り
で
左
に
附
載
す
。

と
の
書
は
、
平
安
朝
の
市
期
よ
り
、
鎌
倉
時
代
の
中
期
に
至
る
詩
歌
を
集
め
た
る
も
の
に
で
、
本
朝
書
籍
目
録
に
和
漢

栄
作
集
二
容
と
記
し
た
る
も
の
こ
れ
な

Y
。
今
一
停
は
恥
リ
た
る
も
の
は
、
春
上
中
し
下
A

一
夏
正
中
下
、
秋
土
中
下
、
各
止
中
下
の
』

十
巻
な
れ

E
、
各
下
は
僅
に
一
葉
の
み
に
し
て
、
他
は
悉
く
繰
り
た
れ
ば
)
亡
侠
せ
る
み
・
の
過
半
に
及
び
た
与
。
，
殊
に
十

一
念
以
下
は
そ
の
篇
目
さ
へ
知
る
を
待
古
る
は
惜
h
u

ぺ
し
。

3
れ
吉
、
こ
の
書
の
倉
敷
は
、
勅
撰
の
和
歌
集
と
同
じ
き
に

よ
れ
ば
、
そ
の
篇
目
も
ま
た
、

M

』
れ
に
な
ら
ひ
て
、
四
季
の
外
に
、
時
間
、
雑
]
紳
紙
、
韓
致
、
哀
傷
、
鹿
賀
、
露
族
等
に
別
ち
た
る
一

も
の
か
1

或
は
詩
歌
佐
集
録
し
た
る
さ
ま
、
和
漢
朗
詠
集
、
新
撰
朗
詠
集
に
ひ
土
し
き
を
見
れ
ば
、
朗
詠
集
の
土
港
を
四
季

と
し
、
下
容
を
雑
と
ぜ
る
に
擬
し
て
、
上
の
十
容
を
四
季
と
し
、
下
の

T
A拾
を
雑
と
し
允
る
も
の
な
ら
ん
か
。

和
漢
栄
作
集
と
は
、
一
人
に
で
、
和
歌
を
も
、
漢
詩
を

I
衆
む
作
、
り
た
る
人
の
.
み
の
詩
歌
を
撰
集
し
北
4
0
意
な
る
ぺ
し
。

を
は
中
殿
御
合
部
類
に
載
せ
た
る
後
山
階
内
府
記
の
、
暦
臆
二
年
六
月
廿
七
日
仙
洞
御
合
始
の
丈
に
、
「
今
度
和
漢
栄
作
之



刷
判
決
品
部
作
集

四
六

和

漢

粂

作

為

四
六

O

仁
、
関
白
外
皆
不
被
許
、
栄
作
悉
被
相
別
也
」
と
あ
る
に
て
知
る
ぺ
し
。
巻
頭
に
掲
げ
た
る
菅
原
道
具
立
春
の
詩
に
、
「
右

匂
塾
廟
御
作
也
、
「
一
計
出
匂
」
と
あ
る
は
、
道
具
の
漢
詩
二
十
五
句
と
、
和
歌
十
五
首
と
を
採
録
し
た
る
よ
し
に
て
、
そ
の
詩

歌
の
教
を
示
し
た
る
も
の
な
り
。
か
〈
の
如
〈
、
詩
歌
栄
作
の
人
の
み
を
限
定
し
て
、
撰
び
た
る
も
の
な
れ
ば
、
著
名
な
る

歌
仙
詩
雲
に
し
て
、
撰
に
漏
れ
た
る
も
の
の
頗
る
多
き
は
、
栄
作
の
人
少
き
が
故
か
。
ま
た
歌
の
み
あ
り
て
、
詩
の
逸
し
た

る
も
の
も
あ
る
ぺ
ぐ
、
詩
の
み
作
、
り
て
、
歌
の
問
え

g
b
し
も
あ
る
ぺ
し
。
殊
に
平
安
朝
以
来
、
女
流
の
歌
人
に
は
、
名
高

き
も
の
多
き
に
か
h

は
ら
予
、
こ
の
書
に
、
載
せ
た
る
も
の
き
は
め
て
稀
に
、
港
十
ま
で
の
中
に
見
え
た
る
は
、
唯
今
出
川

院
近
衛
の
一
人
の
み
。
頓
阿
絵
師
の
水
一
時
一
眼
目
に
、
「
今
出
川
院
近
衛
局
、
即
時
吋
な
ど
も
作
、
り
て
、
集
作
集
に
入
り
て
、
一
生

不
犯
の
蹄
尼
な
り
、
」
と
い
へ
る
は
、
こ
の
女
房
の
漢
詩
を
賦
せ
る
が
め
づ
ら
し
〈
、
且
つ
こ
の
害
に
入
れ
ら
れ
た
る
を
、

世
の
春
と
思
ひ
し
な
&
ぺ
し
。

こ
の
書
に
牧
録
し
た
る
詩
歌
の
古
書
に
見
え
た
る
は
、
鳩
嶺
集
に
、
帥
悠
古
今
岡
、
土
御
門
内
大
臣
、
胎
臨
如
奮
廟
庭

月
、
吹
翠
是
新
吐
樹
風
、
」
と
ゐ
り
て
、
栄
作
集
と
朱
書
し
た
る
も
の
あ
り
。
ま
た
夫
木
和
歌
抄
十
四
菊
の
僚
に
、
「
御
集
衆

一
作
、
後
堀
河
院
、
」
と
見
え
、
同
書
十
四
寺
の
部
に
、
「
題
不
知
、
栄
作
、
式
部
大
夫
定
業
、
」
と
あ
り
。
後
堀
河
天
皇
の
御
製
は
、

本
書
秋
の
部
下
に
あ
れ
ど
、
紳
紙
、
韓
敬
の
詩
歌
は
依
り
た
り
。

こ
の
害
は
、
本
朝
書
籍
目
録
、
水
蛙
眼
目
、
鳩
嶺
集
、
夫
木
和
歌
抄
以
外
に
は
、
書
名
を
記
し
た
る
も
の
な
け
れ
ば
、
い
か

な
る
人
の
撰
び
允
る
も
の
か
、
し
る
ぺ
く
も
あ
ら
や

J

。
但
し
作
者
の
中
に
、
右
街
門
督
藤
原
賞
各
、
桂
大
納
言
藤
原
経
任
、

中
納
言
藤
原
良
致
、
権
中
納
言
源
兵
目
白
な
ど
記
し
た
る
と
こ
ろ
あ
り
。
賃
各
は
、
建
治
三
年
五
月
廿
七
日
、
秘
中
納
言
に
て

右
街
門
督
を
宋
ね
、
弘
安
七
年
正
月
衆
官
を
罷
め
、
経
任
は
、
建
治
三
年
正
月
廿
九
日
、
中
納
言
に
特
じ
、
弘
安
六
年
三
月

廿
入
日
こ
れ
を
酔
附
し
た
り
。
良
敬
は
、
建
治
元
年
十
二
月
十
二
日
中
納
言
と
な
り
、
弘
安
二
年
十
二
月
十
二
日
、
植
大
納
言

に
進
み
、
六
年
三
月
廿
入
日
こ
れ
を
俳
し
、
具
房
も
、
建
治
元
年
十
二
月
廿
二
日
搭
中
納
言
と
な
り
、
弘
安
九
年
九
月
二
日

棋
大
納
言
に
並
み
た
る
こ
と
、
公
卿
補
任
に
見
え
た
り
。
こ
の
四
人
の
官
位
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
の
な
り
し
は
、
後
宇
多
天

皇
の
御
代
に
て
、
建
治
三
年
よ
り
、
弘
安
二
年
ま
で
の
聞
の
も
の
な
る
が
如
し
。
品
市
花
院
御
製
と
し
て
、
表
部
上
に
、
御
製

二
首
を
掲
げ
、
夏
部
上
に
御
詩
一
句
を
載
せ
、
新
院
御
製
と
し
て
、
秋
部
上
下
に
、
御
歌
各
一
首
、
赤
部
下
、
及
び
秋
部
上

に
、
御
詩
各
一
匂
を
載
せ
た

b
。
こ
の
中
春
部
上
の

色
L

千
鳥
り
に
こ
そ
き
な
け
さ
』
竹
の
大
宮
人
に
初
一
昔
ま
た
れ
て

と
あ
る
院
御
製
は
、
続
古
今
和
歌
集
に
よ
れ
ば
、
亀
山
天
皇
の
御
製
な
り
。

に
参
考
す
ぺ
き
も
の
な
し
。

新
院
御
製
と
記
し
た
る
は
、
詩
歌
共
に
但
書

抑
院
は
、
太
上
天
皇
の
詑
稗
な
れ
ど
、
一
剛
院
の
御
製
ゐ
る
時
は
、
必
歩
、
一
を
院
御
製
と
し
、

一
を
新
院
御
製
と
記
じ
て
、
こ
れ
を
混
同
し
た
る
事
ゐ
ら
予
。
印
も
金
薬
和
歌
集
は
、
白
河
法
皇
ぞ
院
と
し
、
烏
淘
上
皇
帝
ぞ

新
院
と
し
た
る
例
に
て
、
後
に
h
新
後
撰
、
玉
葉
の
雨
勅
撰
集
に
、
伏
見
上
皇
を
院
と
し
、
後
伏
見
上
皇
を
新
院
と
し
た
る

類
、
結
千
載
、
績
後
拾
遣
の
閑
集
も
同
じ
。
故
に
こ
の
香
の
新
院
は
、
後
宇
多
上
皇
に
ま
し
ま
す
事
疑
ひ
な
か
る
ぺ
(
、
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
伏
見
天
皇
の
御
代
の
も
の
な
る
が
却
し
。
然
れ
ど
も
、
作
者
の
官
位
に
て
は
、
後
宇
多
天
皇
の
御
代
に
な



和

柑

同

然

作

集

同
ノ、

ち
し
事
明
な
れ
ば
、
い
づ
れ
に
よ
り
て
定
め
ん
事
も
難
り
れ
ば
、
或
は
後
宇
多
天
皇
の
弘
安
中
に
な

b
し
が
、

伏
見
天
皇

の
御
代
に
至
り
、
後
宇
多
天
皇
の
御
製
の
み
を
補
入
し
た
'
る
も
の
に
で
も
あ
ら
ん
か
。
勅
撰
歌
集
に
す
ら
、
奏
覧
の
後
の

作
歌
を
補
入
し
た
る
例
あ
れ
ば
、
か
〈
推
定
す
る
の
外
な
か
る
ぺ
し
。

3.れ
E
、
こ
れ
は
、
唯
現
存
の
十
巻
の
み
、
に
よ
b

で
、
推
考
し
た
る
の
み
。
港
十
一
以
下
、
悉
〈
完
備
し
た
る
上
に
て
、
真
に
精
査
孜
究
せ
ば
、
思
案
の
謬
も
P
R
る
を
訂
正
す

る
事
あ
ら
ん
。

-・・回.

一一-

経

安記
局

梨

園

奮

風

念

梨
固
と
は
、
底
香
櫨
奨
志
に
、
「
明
皇
既
知
一
音
楽
、
又
酷
愛
治
曲
、
選
坐
部
伎
子
弟
三
百
、
敦
子
梨
園
、
」
と
ゐ
り
て
、
歌
舞
を

教
習
す
る
所
な
り
し
か
ば
、
や
が
て
、
舞
人
奨
人
を
も
、
梨
固
と
い
ひ
し
な

b
。
き
れ
ば
、
こ
の
香
は
、
我
邦
古
風
の
歌
舞
の

事
E
も
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
り
れ
ど
も
、
世
に
停
は
ら
ざ
れ
ば
、
詳
な
ら
す
@

東

遊

笛

諮

巻

奉
勅
撰

山
定
時
文
底
本
、
内
閣
一
本
、
紳
官
文
臨
本
、
紳
朝
日
文
庫
一
本
籍
こ
の
舎
を
載
せ

Y
る
も
の
砂
か
ら
ず
。
後
の
誌
記
な
P
D

ん
か
。

東
遊
は
、
紳
事
に
奏
す
る
歌
舞
な
り
。
こ
の
笛
の
譜
は
「
奉
勅
撰
」
と
あ
れ
E
、
い
つ
の
御
代
、
い
か
な
る
人
の
撰
ぴ
た

る
も
の
か
、
今
は
世
に
俸
は
ら
ぎ
れ
ば
、
詳
な
ら
今
。

裂

閑

奮

凪

東
出
地
位
諮

四
六


